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（平成16）年までに，要支援・要介護  1 レベルの
認定者数の増加は著しく，29.1万人から63.9万人
へとわずか  4  年間で2.2倍増加したのである。ま
た，要介護  1  の認定者数も2000（平成12）年に
は55.1万人だったが，2004（平成16）年には
129.8万人へと2.4倍増加した。そのうえ，2013




2035（平成47）年には33.4％で 3 人に 1 人が高齢
者になると予測されている。また，介護保険事業
状況報告3）によると，平成25年 1 月末現在の要支
援  1 の認定者は748,916人で，要支援  2 は756,757










高齢者人口は増加している。特に，要支援  1  と












省は，2013年  9  月  4  日の社会保険審議会介護保
険部会にて，要支援者向けの介護予防サービスの





































かけること」の  7  つの動作についてと，ADLの
項目として「歩行」「食事」「トイレ」「入浴」「身
だしなみ」の  5  つの動作について，それぞれ
「できる」「やや時間がかかるができる」「介助を






































（ 38.3 ％）、要支援  1 ･ 2  の利用者から 95名
（61.7％）の回答が得られた。 
 全対象者（ N=157 ）の性別は、男性 45名
（28.7％）、女性103名（65.6％）、無回答  9  名
（5.7％）であった。年齢内訳は最低年齢が64歳、
最高年齢が92歳で、平均年齢が77.94歳（SD：±
6.113）であった（表 1 ）。 
 
表1 対象者の基本属性 
基本属性          （％）  
性別 男性  45（28.7） 
 
女性 103（65.6） 
年齢 60 歳代 10（6.9） 
 70 歳代  70（48.6） 
 80 歳代  61（42.4） 


















していない」が 9 名であった。 
        























られなかった（表 4 、表 5 ）。 
表２ ADLとIADLの低下割合 
n=157（％） 
日常生活機能   
ADL 全体   
ADL の 5 項目 歩行 54（34.6） 
 食事 16（10.3） 
 トイレ 7（4.5） 
 入浴 17（10.9） 
 身だしなみ 19（12.3） 
IADL の 7 項目   
 バス･電車での外出 31（19.8） 
 買い物 25（16.3） 
 食事の用意 38（24.6） 
 金銭管理 10（6.4） 
 片づけや掃除 57（36.5） 
 洗濯 32（20.8） 







   充実している どちらでもない 充実していない 合計 p 値 
日常生活の 
充実感 
IADL 低下なし 57（59.4） 17（44.7） 5（55.6） 79（55.2） 
* 
低下あり 39（40.6） 21（55.3） 4（44.4） 44（44.8） 







  IADL 低下なし IADL 低下あり p値 
食生活 良好 73（92.4） 6（7.6） 
n.s 
良好ではない 62（91.2） 6（8.9） 





吸う 5（55.6） 4（44.4） 
飲酒状況 飲まない 65（80.2） 16（19.8） 
n.s 
飲む 51（75.0） 17（25.0） 
配偶者の有無 あり 43（58.1） 31（41.9） 
n.s 
なし 33（48.5） 35（51.5） 
世帯形態 ひとり暮らし 25（59.5） 17（40.5） 
n.s 
夫婦二人暮らし 22（48.9） 23（51.1） 
子との同居 25（49.0） 26（51.0） 
その他 3（100） 0（0.0） 
子どもの人数 0人 20（50.0） 20（50.0） 
n.s 
1人 15（55.6） 12（44.4） 
2人 29（53.7） 25（46.3） 
3人 8（50.0） 8（50.0） 
4人以上 2（66.7） 1（33.3） 
個人収入 10万円未満 19（51.4） 18（48.6） 
n.s 10～15万円未満 10（50.0） 10（50.0） 
15万円以上 40（54.1） 34（45.9） 
最長職歴 行政・教育 21（56.8） 16（43.2） 
n.s 
貿易・サービス 21（47.7） 23（52.3） 
産業現場 5（62.5） 3（37.5） 
職歴なし 11（52.4） 10（47.6） 
その他 5（38.5） 8（61.5） 
別居親族との交流
頻度 
毎日 11（68.8） 5（31.2） 
n.s 週に 1回～数回 39（54.9） 32（45.1） 
交流が少ない・ない 28（50.9） 27（49.1） 
友人や近隣との交
流頻度 
毎日 16（84.2） 3（15.8） 
n.s 週に 1回～数回 41（50.6） 40（49.4） 
交流が少ない・ない 24（51.1） 23（48.9） 
生活は豊かだと思
いますか 
豊かだと思う 5（45.5） 6（54.5） 
n.s 普通だと思う 59（53.2） 52（46.8） 
そうは思わない 8（66.7） 4（33.3） 
 
        








  ADL 低下なし ADL 低下あり p値 
食生活 良好 89（64.0） 50（36.0） 
n.s 
良好ではない 5（45.5） 6（54.5） 





吸う 5（55.6） 4（44.4） 
飲酒状況 飲まない 77（65.8） 40（34.2） 
n.s 
飲む 20（55.6） 16（44.4） 
配偶者の有無 あり 50（64.1） 28（35.9） 
n.s 
なし 43（63.2） 25（36.8） 
世帯形態 ひとり暮らし 27（64.3） 15（35.7） 
n.s 
夫婦二人暮らし 29（59.2） 20（40.8） 
子との同居 33（64.7） 18（35.3） 
その他 3（100） 0（0.0） 
子どもの人数 0 人 22（55.0） 18（45.0） 
n.s 
1 人 19（67.9） 9（32.1） 
2 人 38（67.9） 18（32.1） 
3 人 11（64.7） 6（35.3） 
4 人以上 2（66.7） 1（33.3） 
個人収入 10 万円未満 19（51.4） 18（48.6） 
n.s 10～15 万円未満 14（70.0） 6（30.0） 
15 万円以上 53（67.9） 25（32.1） 
最長職歴 行政・教育 27（73.0） 10（27.0） 
n.s 
貿易・サービス 32（68.1） 15（31.9） 
産業現場 4（50.0） 4（50.0） 
職歴なし 11（52.4） 10（47.6） 
その他 8（57.1） 6（42.9） 
別居親族との交流
頻度 
毎日 9（56.2） 7（43.8） 
n.s 週に 1 回～数回 46（63.0） 27（37.0） 
交流が少ない・ない 37（66.1） 19（33.9） 
友人や近隣との交
流頻度 
毎日 17（85.0） 3（15.0） 
n.s 週に 1 回～数回 49（59.0） 34（41.0） 
交流が少ない・ない 29（60.4） 19（39.6） 
日常生活の充実感 充実している 68（68.0） 32（32.0） 
n.s どちらでもない 18（47.4） 20（52.6） 
充実していない 5（55.6） 4（44.4） 
生活は豊かだと思
いますか 
豊かだと思う 8（72.7） 3（27.3） 
n.s 普通だと思う 73（63.5） 42（36.5） 
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